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第３・４学年 算数科学習指導案 

日 時：令和３年１０月２９日（月） ５校時 

場 所：３・４年教室 

児 童：第３学年 ５名（男子２名 女子３名） 

    第４学年 ８名（男子６名 女子２名） 

指導者：佐々木 千容 

１ 単元名 

３学年 ４学年 

大きい数のかけ算のしかたを考えよう 

（東京書籍「新しい算数３上」） 

わり算の筆算を考えよう 

（東京書籍「新しい算数４上」） 

 

２ 内容のまとまり 

３学年 ４学年 

Ａ 数と計算 ⑶乗法 

ア 知識及び技能（ア）（イ）（ウ） 

（ア） ２位数や３位数に１位数や２位数を

かける乗法の計算が，乗法九九などの基

本的な計算を基にしてできることを理

解すること。また，その筆算の仕方につ

いて理解すること。 

（イ） 乗法の計算が確実にでき，それを適

切に用いること。 

（ウ） 乗法に関して成り立つ性質について

理解すること。 

イ 思考力・判断力・表現力等（ア） 

（ア） 数量の関係に着目し，計算の仕方を

考えたり計算に関して成り立つ性質を

見いだしたりするとともに，その性質を

活用して，計算を工夫したり計算の確か

めをしたりすること。 

Ａ 数と計算 ⑶整数の除法 

ア 知識及び技能（ア）（イ）（ウ）（エ） 

（ア） 除数が１位数や２位数で被除数が２

位数や３位数の場合の計算が，基本的な

計算を基にしてできることを理解する

こと。また，その筆算の仕方について理

解すること。 

（イ） 除法の計算が確実にでき，それを適

切に用いること。 

（ウ） 除法について，次の関係を理解する

こと。 

    （被除数）＝（除数）×（商）＋（余り） 

（エ） 除法に関して成り立つ性質について

理解すること。 

イ 思考力・判断力・表現力等（ア） 

  （ア） 数量の関係に着目し，計算の仕方を

考えたり計算に関して成り立つ性質を

見いだしたりするとともに，その性質を

活用して，計算を工夫したり計算の確か

めをしたりすること。 

 

３ 単元の目標 

３学年 ４学年 

⑴ ２位数や３位数に１位数をかける乗法の計

算が，乗法九九などの基本的な計算を基にして

できることや筆算の仕方，乗法に関して成り立

つ性質について理解することができる。また，

乗法の計算が確実にでき，それを適切に用いる

ことができる。 

【知識及び技能】 

⑴ 除数が２位数で被除数が２位数や３位数の

場合の計算が，基本的な計算を基にしてできる

ことや筆算の仕方，除法に関して成り立つ性質

について理解することができる。また，除法の

計算が確実にでき，それを適切に用いることが

できる。 

【知識及び技能】 

⑵ 数量の関係に着目し，計算の仕方を考えたり

計算に関して成り立つ性質を見いだしたりし

ているとともに，その性質を活用して，計算を

工夫したり計算の確かめをしたりすることが

できる。 

【思考力，判断力，表現力等】 

⑵ 数量に関係に着目し，計算の仕方を考えたり

計算に関して成り立つ性質を見いだしたりし

ているとともに，その性質を活用して，計算を

工夫したり計算の確かめをしたりすることが

できる。 

【思考力，判断力，表現力等】 
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⑶ 乗法に進んで関わり，数学的に表現・処理し

たことを振り返り，数理的な処理のよさに気付

き生活や学習に活用しようとしている。 

 

 

【学びに向かう力，人間性等】 

⑶ 整数の除法について，数学的に表現・処理し

たことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよ

いものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに

気付き学習したことを生活や学習に活用しよう

としたりしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

 

４ 単元について 

３学年 ４学年 

⑴ 児童について 

これまで，乗法について，第２学年では数量関

係に着目し，乗法の意味や計算の仕方を考えたり

計算に関して成り立つ性質を見いだしたりする

とともに，その性質を活用して，計算を工夫した

り計算の確かめをしたりすることなどを学習し

てきた。 

前単元では，乗法九九の範囲を超える 10 の段

の乗法や 0 の乗法，12×4 などの計算も分配法則

を用いて計算ができることを学習してきた。 

⑵ 教材について 

本教材は，何十，何百×１位数の計算や２，３

位数×１位数の筆算の仕方などについて学習す

る。数の構成や既習の乗法に着目して，被乗数の

範囲が広がったときの乗法の計算の仕方や筆算

の仕方を考えたり，説明したりする力を養うこと

をねらいとしている。 

⑶ 指導について 

児童にかけ算の筆算について確実に理解させ

るために，以下の２点を重視しながら指導した

い。 

①数の仕組みに注目し，乗法の仕方を考える。 

②乗法のきまりを生かして，かけ算の仕方を工夫

する。 

⑷ 研究との関わり 

手立て１ 子どもの問い（課題）を引き出す問題

と解決方法の見通しを共有する活動の設定 

単元のはじめの導入では，かけ算の表からまだ

学習していない範囲を示すことで，被乗数が多く

なる計算がこれからできるようになるという見

通しを立てる。２位数×１位数の導入では，これ

までの計算と異なる点を問い，被除数がちょうど

でない数になったことに気付いたところから課

題につなげたい。また，どんな解決方法が使えそ

うかを問い，既習のお金図，分配法則，位取り表

などを使って答えを導くことができるという見

通しを共有したい。 

手立て２ 『数学的な見方・考え方』を働かせ，

根拠を基にして筋道立てて考察する活動 

単元を通して働かせたい「数学的な見方・考え

方」は，「数のしくみに注目し，かけ算の仕方を

考えること」である。数が大きくなっても，位ご

とにわけると，九九を使って簡単に求めることが

⑴ 児童について 

これまで，除法について，第３学年では数量の

関係に着目し，除法の意味や計算の仕方などを考

えたり計算に関して成り立つ性質を見いだした

りするとともに，その性質を活用して，計算を工

夫したり計算の確かめをしたりしてきている。 

前単元では，除数が１位数で被除数が２位数や

３位数の除数の筆算についても学習してきた。 

⑵ 教材について  

本教材は，除数を２位数に拡張し，筆算形式を

学習する。筆算形式理解だけでなく，わり算の意

味についても取り上げる。除数や被除数，商，余

りに着目して問題解決にあたることで，除法計算

の知識及び技能を身につけるとともに，計算に成

り立つ性質を見いだしたり，その性質を活用して

計算を工夫したり計算の確かめをしたりする能

力を伸ばすことをねらいとしている。 

⑶ 指導について 

 児童に除法の筆算について確実に理解させる

ために，以下の２点を重視しながら指導したい。 

①被除数と除数の大きさに着目し，仮商を考え

る。 

②除法の性質を生かして，計算の仕方を工夫す

る。 

⑷ 研究との関わり 

手立て１ 子どもの問い（課題）を引き出す問題

と解決方法の見通しを共有する活動の設定 

単元のはじめの導入では，既習のたし算・ひき

算・かけ算・わり算の筆算を解いて筆算の仕方を

振り返り，除数が２けたになったわり算の筆算と

の違いに気付きやすくし，大きな数のわり算の筆

算ができるようになるという見通しを立てる。１

０のまとまりとして考えると計算がしやすいと

いうことや，筆算の仕方は既習の除数が１けたの

時と変わらないやり方で解くことができそうだ

という見通しを共有したい。 

手立て２ 『数学的な見方・考え方』を働かせ，

根拠を基にして筋道立てて考察する活動 

単元を通して働かせたい「数学的な見方・考え

方」は，「数の大きさに注目し，商の大きさを考

えること」である。除数を概数として考え，仮商

を立てること，そこから商を調整することができ

るようにしたい。また，被除数と除数の大きさか
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できるということに気付かせたい。また，３つの

数のかけ算では，かけ算のきまりをいかして，ど

こから先に計算をすると簡単に解くことができ

るのか関わり合いを通して明らかにしていきた

い。 

手立て３ 自分の高まりや学習の価値を振り返

る活動の設定 

学習したことを他の問題でも使うことができ

るか，適用問題を解くことで，学習したことが使

えるという有用性をたしかなものにしたい。ま

た，関わり合いの中でわかったことや気付いたこ

と等を学習感想として書かせ，共有することで，

話し合いや説明の仕方が向上していくように価

値づけていく。 

ら，何の位から商がたつかということも考えられ

るようにする。単元を通して，疑問点や困った点

を出し合い，それをグループで協議したり，説明

しあったりする関わり合いを通して，解決できる

ようにしていきたい。 

手立て３ 自分の高まりや学習の価値を振り返

る活動の設定 

学習したことを他の問題でも使うことができ

るか，適用問題を解くことで，学習したことが使

えるという有用性をたしかなものにしたい。ま

た，関わり合いの中でわかったことや気付いたこ

と等を学習感想として書かせ，共有することで，

話し合いや説明の仕方が向上していくように価

値づけていく。 

 

５ 単元の評価規準 

 ３学年 ４学年 

知
・
技 

①２位数や３位数に１位数をかける乗法の計

算が，乗法九九などの基本的な計算を基にし

てできることを理解している。 

②２位数や３位数に１位数をかける乗法の筆

算の仕方について理解している。 

③２位数や３位数に１位数をかける乗法の筆

算が確実にでき，それを適切に用いることが

できる。 

④乗法の交換法則，結合法則，分配法則など，

乗法に関して成り立つ性質について理解し

ている。 

①除数が２位数で被除数が２位数や３位数の

場合の計算が，基本的な計算を基にしてでき

ることを理解している。 

②除数が２位数で被除数が２位数や３位数の

場合の除法の筆算の仕方について理解して

いる。 

③除数が２位数で被除数が２位数や３位数の

場合の除法の計算が確実にできる。 

④除法に関して成り立つ性質について理解し

ている。 

思
・
判
・
表 

①被乗数を多面的に見たり，図と式とを関連付

けたりしながら，２位数や３位数に１位数を

かける乗法の計算の仕方を考えている。 

②計算の仕方を振り返ったり，数量と図を関係

付けたりしながら，乗法の交換法則，結合法

則，分配法則など，計算に関して成り立つ性

質を見いだしている。 

③計算に関して成り立つ性質を活用して計算

を工夫している。 

①除数が２位数で被除数が２位数や３位数の

場合の除法の計算の仕方を考えている。 

②除法に関して成り立つ性質を見いだし，その

性質を活用して計算の仕方を考えたり計算

の確かめをしたりしている。 

態
度 

①乗法の計算の仕方を振り返り，被乗数をどの

ようにみると既習の計算が使えるのかにつ

いて気付き，次の学習に活用しようとしてい

る。 

②計算に関して成り立つ性質を使うと計算が

工夫できるというよさに気付き，計算すると

きに活用しようとしている。 

①（何十）÷（何十）の計算を十を単位として

考えれば一位数の計算として求められると

いうよさに気付いている。 

②除法に関して成り立つ性質を活用して，工夫

して計算しようとしている。 

③暗算を，筆算や見積りに生かし，主体的に計

算の仕方を考えようとしている。 

 

６ 指導と評価の計画 

【３学年：全１１時間】 

時 ねらい 研究との関わり 
評価規準 

知 思 態 

１ 

・ 

何十・何百に１位数をかける計算の仕方

について，10 や 100 をもとに考え，説明す

・知① 

行動観察 

・思① 

行動観察 

・態① 

行動観察 



３・４年―4 
 

２ ることができる。 

手立て１  手立て２ 

ノート分析 ノート分析 ノート分析 

３ 

・ 

４ 

２位数×１位数（部分積がみな１桁）の

筆算の仕方について理解し，その計算がで

きる。 

手立て１  手立て２   

・知② 

行動観察 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

○態① 

行動観察 

ノート分析 

 

５ 

２位数×１位数（一の位の数との部分積

が２桁）の筆算の仕方について理解し，そ

の計算ができる。 

手立て１   

○知③ 

行動観察 

ノート分析 

 

  

６ 

２位数×１位数（十の位の数との部分積

が２桁，及び部分積がみな２桁）の筆算の

仕方について理解し，その計算ができる。 

手立て２   

  

７ 

２位数×１位数（部分積を加えたときに

百の位に繰り上がりあり）の筆算の仕方に

ついて理解し，その計算ができる。 

         手立て３ 

  

８ 

本時 

３位数×１位数（部分積がみな１桁）の

筆算の仕方について，２位数×１位数の筆

算のしかたをもとに考え，説明することが

できる。 

  手立て２   

・知① 

行動観察 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

９ 

３位数×１位数（部分積がみな２桁，及

び部分積を加えたときに繰り上がりあり）

の筆算の仕方について，既習の乗法の筆算

のしかたをもとに考え，説明することがで

きる。 

       手立て２ 

 ・思① 

行動観察 

ノート分析 

・態② 

行動観察 

ノート分析 

１０ 

３つの数の乗法が１つの式に表せること

を知り，乗法の結合法則について理解する。 

手立て２   

○知④ 

行動観察 

発言 

・思②③ 

行動観察 

ノート分析 

○態② 

行動観察 

ノート分析 

 

１１ 

学習内容の定着を確認するとともに，数

学的な見方・考え方を振り返り価値づける。 

  手立て３ 

○知①②③ 

行動観察 

ノート分析 

ペーパー 

テスト 

○思①②③ 

行動観察 

ノート分析 

ペーパー 

テスト 

 

 

【４学年：全１４時間】 

時 ねらい 
評価規準・評価方法等 

知 思 態 

１ 

10 のまとまりを用いて，何十でわる計算

の仕方を理解し，説明することができる。 

手立て１   

・知① 

行動観察 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

・態① 

行動観察 

ノート分析 

２ 

・ 

３ 

２位数÷２位数の筆算の仕方（仮商修正

なし）の筆算の仕方を理解し，その計算が

できる。 

手立て１  手立て２ 

 ○態① 

行動観察 

ノート分析 

４ 

２位数÷２位数の筆算で，過大商をたて

たときの仮商修正の仕方を理解し，その計

算ができる。 

・知③ 

行動観察 

ノート分析 
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手立て１   

５ 

２位数÷１位数（余りありで，十の位で

わり切れる）の筆算の仕方を既習の筆算の

仕方を基に考え，その計算方法を説明する

ことができる。 

 手立て２  

・知① 

行動観察 

ノート分析 

  

６ 

除数に注目して，２位数÷２位数の筆算

で，除数の切り捨てや切り上げを選んで仮

商をたてて計算することができる。 

  手立て２  

 ・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

７ 

３位数÷２位数＝１位数の筆算の仮商の

たて方を２位数÷２位数の筆算の仕方をも

とに考え，説明することができる。 

手立て１   

・知② 

行動観察 

ノート分析 

  

８ 

本時 

３位数÷２位数＝２位数の筆算のしかた

を理解し，その計算ができる。 

  手立て２ 

・知③ 

行動観察 

ノート分析 

○思① 

行動観察 

ノート分析 

 

９ 

２位数÷１位数＝２位数の筆算の仕方を

用いて，３位数÷２位数＝２位数の筆算の

しかたを理解し，その計算ができる。 

手立て２   

 

１０ 

商に０がたつ場合（商が何十）の簡便な

筆算の仕方や，除数が３桁の場合の筆算の

仕方を，既習の除法の筆算の仕方をもとに

考え，説明することができる。 

        手立て３ 

・知③ 

行動観察 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

１１ 

除法の性質について理解する。 

手立て２   

・知④ 

行動観察 

ノート分析 

・思② 

行動観察 

ノート分析 

○態② 

行動観察 

ノート分析 

 

１２ 

末尾に０のある数の除法の簡便な筆算の

仕方を既習の除法の計算の仕方をもとに考

え，説明することができる。 

  手立て２   

・知② 

行動観察 

ノート分析 

○思② 

行動観察 

ノート分析 

○態③ 

行動観察 

ノート分析 

 

１３ 

・ 

１４ 

学習内容を適用して問題を解決する。 

学習内容の定着を確認し，理解を確実に

する。 

手立て２  手立て３ 

○知①②③④ 

行動観察 

ノート分析 

ペーパー 

テスト 

○思①② 

行動観察 

ノート分析 

ペーパー 

テスト 

 

 

７ 本時の指導 

⑴ 目 標 

３学年 ４学年 

【数学的な見方・考え方を働かせ】 

数の構成や被乗数と乗数の関係に着目し， 

【数学的活動を通して】 

２位数×１位数の計算の仕方を基に式や図，言葉

や筆算を関連付けて説明する活動を通して， 

【数学的に考える資質・能力を育成する】 

３位数×１位数の計算の仕方を考えることがで

きる。（思考・判断・表現） 

【数学的な見方・考え方を働かせ】 

被除数と除数の関係に着目し， 

【数学的活動を通して】 

除法の筆算の過程や結果を伝え合う活動を通し

て， 

【数学的に考える資質・能力を育成する】 

３位数÷２位数＝２位数の筆算の仕方を考える

ことができる。（思考・判断・表現） 
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⑵ 研究との関わり（本時の指導に関わって） 

３学年 ４学年 

手立て２ 『数学的な見方・考え方』を働かせ，

根拠を基にして筋道立てて考察する活動 

 本時で働かせたい「数学的な見方・考え方」は，

「被乗数と乗数の関係に着目すること」である。

これまでの学習で筆算を解いてきたことから，本

時でも筆算を先に解きたいという流れになると

予想される。はじめに筆算で解き，その筆算の仕

方や答えで合っているのか，整合性をはかるとい

うことで既習の解決方法を使って答えを求める

必要性をもたせたい。そこで考えた式や図，言葉

を筆算と関連付けながら説明し，３位数×１位数

の計算の仕方を明らかにする。 

手立て２ 『数学的な見方・考え方』を働かせ，

根拠を基にして筋道立てて考察する活動 

 本時で働かせたい「数学的な見方・考え方」は，

「被除数と除数の関係に着目すること」である。

前時と同じ３位数÷２位数であるため，はじめに

筆算を解かせ，困り感や疑問を出し合うことか

ら，グループで解決したいという関わり合いの必

要性をもたせたい。疑問点や困り感の解消ができ

るよう，話し合いの焦点をしぼって活動に入るよ

うにしたい。グループの中で筆算の仕方の過程や

結果を話し合う中で，３位数÷２位数＝２位数の

筆算の仕方を明らかにする。 

⑶ 展 開 

３学年 ４学年 

指導上の留意点 

◆研究の重点 
学習活動 

直 直 
学習活動 

指導上の留意点 

◆研究の重点 間 間 

 

 

 

 

 

 

・線や丸を付けるこ

とで問題の内容

を整理する。 

 

・今までの問題と異

なる被乗数が３

けたであること

を確認する。 

①問題をとらえる。 

 

 

 

 

 

 

②立式する。 

３１２×３ 

 

 

③課題を設定する。 

 

 

 

 

 

直

接

指

導 

８

分 

直

接

指

導 

８

分 

①問題をとらえる。 

 

 

 

 

 

 

②立式する。 

 ３４５÷２１ 

 

 

③課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・線や丸を付けるこ

とで問題の内容

を整理する。 

 

・既習の筆算の仕方

の除数を概数に

して考えること

や仮商をたてる

ことなどを確認

する。 

・最後まで解けなく

ても，自分がどこ

まで解けてどこ

から分からない

のかを明らかに

する。 

④自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤どうやって解く

ことができたか

説明し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

間

接

指

導  

７

分 

直

接

指

導  

７

分 

④自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤困ったところや

疑問点を出し合

い，解決の見通し

をもつ。 

 

・全員が解けなくて

も，自分がどこま

で解けてどこか

ら分からないの

かを明らかにす

る。 

 

・困ったところや疑

問点を出し合い，

全員で解決する

ための視点を明

確にする。 

 

・課題を焦点化し，

新たな問いとし

て設定する。 

 はじめから十

の位に商をたて

る方法は？ 

１ｍのねだんが３１２円のリボン

を，３ｍ買います。代金はいくらです

か。 

色紙が３４５まいあります。この

色紙を２１人で同じ数ずつ分ける

と，１人分は何まいになって，何ま

いあまりますか。 

今までの筆算の仕方でとけるだろうか。 
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・２桁×１桁の計算

の仕方を考えた

ときの方法が使

えないか問い，見

通しを共有でき

るようにする。 

⑥３けた×１けた

の筆算の確認を

する。 

 

⑦筆算の答えが正

しいか，他の方法

で答えを求めて

確かめる。 

・位取り表 

・ミックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直

接

指

導  

１

０

分 

間

接

指

導  

１

０

分 

⑦グループで考え

る。 

 

 

⑧お互いのグルー

プの考えを伝え

合う。 

・相談や発表をグル

ープで行う。 

・考えをホワイトボ

ードにまとめる。 

◆手立て２  既習

の筆算の仕方を

基に，筆算の過程

や結果を伝え合

う関わり合いを

設定し，３位数÷

２位数の筆算の

仕方を明らかに

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分が使った計算

の仕方が他の問

題でもつかうこ

とができるか確

かめる。 

⑧自力解決をする。 

 

 

 

 

 

⑨発表する。 

 

⑩ｐ108△1  

間

接

指

導

８

分 

直

接

指

導 

８

分 

⑨筆算の仕方につ

いて整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

⑪まとめる。 

 

・問題の答えについ

ても確かめる。 

 

 

 

 

 

 

・前時と同じ３けた

÷２けたであっ

ても，被除数と除

数の関係によっ

て商をたてる位

置がちがうこと，

筆算の仕方は同

じであることを

おさえる。 

◆手立て２  ２位

数×１位数の計

算の仕方を基に，

式や図，言葉を筆

算と関連付けな

がら説明し合う

関わり合いを設

定し，３位数×１

位数の計算の仕

方を明らかにす

る。 

 

 

 

 

 

・かけられる数が３

けたになっても

⑪計算の仕方をま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫まとめる。 

 

直

接

指

導 

１

２

分 

間

接

指

導 

１

２

分 

⑪学習内容を活用

する。 

 ｐ107△1 ①～④ 

 

・今回学習した計算

の仕方が他の問

題でもつかうこ

とができるか確

かめる。 

・問題を解きなが

ら，商をたてる位

置に気を付ける

ことを確認する。 

 

 

 

312×3  

300×3＝900 

10× 3＝ 30 

 2× 3＝  6 

あわせて 936 

23×3  

20×3＝60 

3×3＝ 9 

あわせて 69 ⑧活動 

思・判・表 

【行動観察】 

⑨活動 

思・判・表 

【行動観察】 

⑧活動 

思・判・表 

【ノート分析】 

⑩活動 

思・判・表 

【行動観察】 

⑪活動 

思・判・表 

【ノート分析】 

 大きい位から

商を立てられる

か考える。 
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計算の仕方が同

じことや，筆算の

仕方（位をそろえ

て書く，一の位か

ら順に位ごとに

計算する）が同じ

ことをおさえる。 

 

 

・問題を解きなが

ら，位をそろえて

書くことや一の

位から計算する

ことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬適用問題を通し

て本時の学習を

振り返る。 

 ｐ108△2  

⑷ 児童の学習状況とノート例 

【３学年】 

 児童の学習状況 ノート例 

「おおむね満足

できる」状況 

 ３位数×１位数の計算の仕方を，図や

式を使って説明している。 

 位取り表や分配法則のいずれかを使

って計算の仕方を考えている。 

「十分満足でき

る」状況 

図や式と筆算を関連付けて計算の仕

方を考え，説明している。 

位取り表や分配法則のどちらも使っ

て計算の仕方を考えている。 

【４学年】 

 児童の学習状況 ノート例 

「おおむね満足

できる」状況 

３位数÷２位数の筆算の仕方を考え，

筆算の仕方を説明している。 

３位数÷２位数の筆算の仕方を考え，

大きい位から計算することができる。 

「十分満足でき

る」状況 

３位数÷２位数の筆算の仕方を理解

し，友達に説明している。 

３位数÷２位数の筆算の仕方を考え，

大きい位から計算し，正しい答えを出す

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３けた×１け

たの計算も位ご

とに分けて計算

すれば，九九を

使って答えを求

められる。 
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８ 本時の板書 

３年生 

 
４年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


